
取 組 の 名 称 食べきり　広げよう　ゼロの輪～あなたの行動が削減への成功～

１．取組の概要
　宇治市ごみ減量推進課と京都文教短期大学食物栄養学科の学生が連携し、調理の
過程で発生する調理残渣をなるべく減らした「ごみゼロレシピ」を昨年度に考案し、この
レシピをもとに、今年度は宇治市立小学校で調理実習を実施しました。

２．目的
　調理実習を通じて、食べ残しだけでなく、調理の過程でもまだ食べられる部分が捨て
られていることを学び、食品ロスの削減に取り組む児童の増加を目的としています。

３．対象者
　実施校２校（６年生３クラス８２名　・５年生２クラス７０名・　支援学級２クラス８名）

４．内容

【ごはんと野菜丸ごとみそ汁】
・児童が植えて収穫したお米を使用しました。
・みそ汁のだしは、煮干しを頭も腹わたも丸ごと使用し、具としてすべて食べました。
・大根、にんじん、ごぼうは皮ごと使用しました。

【ブロッコリーとレンコンのごま和え、ブロッコリーの茎とにんじんのベーコン巻き】
・ブロッコリーの茎は、ベーコン巻に使用しました。
・れんこん、にんじんは皮ごと使用しました。

【にんじんケーキ】
・児童が種まきから収穫まで行ったにんじんを使用しました。
・にんじんは皮ごと使用しました。

５．成果

[調理実習後のアンケート調査]
●調理の時に食べられる部分を捨ててしまっていることや、食べ残しが食品ロスの原
因となっていることが分かりましたか？
　　（結果）分かった96％、あまり分からなかった３％、分からなかった１％

【様式２】　　　　　　食育月間以外の月の取組
　　　　　　　　（6月を除いた4月～12月までの実績）
提 出 都 道 府 県 名
政 令 指 定 都 市 名

京都府

取 組 市 町 村 名 宇治市

実　　施　　時　　期 H29 10/16 ・10/19 ・10/20 ・11/9 ・11/10 ・ 12/8

取　　組　　内　　容



　野菜摂取量の増加や欠食率の低下を目指して「いつでも誰でも簡単に作れる」料理レ
シピを募集し市民投票によって入賞作品を決定します。「いつでも誰でも簡単に作れる」
というのは、特別な材料や特別な調理器具を使用せず、老若男女誰にでも、忙しい時
でも手軽に調理できるものです。
市民に向けて募集し、小中学生中心に今年は７６５点の応募があり、その中から３点

の入賞作品を決定しています。３点の内訳は、市民投票で「作ってみたいと思う１品」
料飲連合会選定で「調理面で優れている１品」主催者（健康増進課）選定の「野菜が多
く摂取できる１品」でいずれも簡単にできるということが前提です。
入賞作品、その他の優秀作品は、レシピ集化し、市内の直売所等や保健センターに

設置しています。また、市の「健康いきいきフェスティバル」では入賞作品及び優秀作
品を展示し全応募作品を冊子にして来場者に閲覧して頂いています。入賞作品はフェ
スティバル時に表彰し、試食をそれぞれ５００食ずつ提供しています。今年度は栄養士
が来場者の前で入賞作品３点を調理実演し、入賞者にはそのレシピのポイント等を来
場者に向けて伝えてもらいました。
また、コンテスト応募者全員の参加賞に入賞作品をカード化した物を添えています。
今後の展望としては来年以降も継続し多くの市民に手軽に調理する機会を持っても

らうことで、野菜摂取の増加や欠食率（特に朝食）の低下が図れることを長期目標とし
ていきます。

　　　　　　　　「簡単１品料理レシピコンテスト入賞作品」

実　　施　　時　　期 ８月１日～１０月２９日

取　　組　　内　　容

【様式２】　　　　　　食育月間以外の月の取組
　　　　　　　　（6月を除いた4月～12月までの実績）
提 出 都 道 府 県 名
政 令 指 定 都 市 名

京都府

取 組 市 町 村 名 亀岡市

取 組 の 名 称 「簡単１品料理レシピコンテスト」の実施



実　　施　　時　　期 平成29年11月16日（木）

取　　組　　内　　容 　
  「まるごと京丹後食育の日」は、京丹後市の認定農業者等で組織する京丹後市農業
経営者会議（学校給食に関する小委員会）が主催しており、地産地消・食育推進と、子
どもたちに郷土愛と地元産業（農業）に誇りをもってもらうために実施しています。
　内容は、収穫したばかりの京丹後産の新米や野菜を市内の全小・中学校に提供し、
学校給食の食材として使用してもらいます。また、食育の一環として、食材を提供した
農家が小・中学校に赴き、食や農業の話をしたり、一緒に給食を食べたりしながら交流
給食などの取り組みを行います。

○参加者人数
学校数・・・京丹後市内全小・中学校　25校
　交流給食参加者
　　　京都府丹後広域振興局・・・2名
　　　京丹後市・・・12名（京丹後副市長1名、教育委員会事務局5名、農林水産部6名）
　　　取組農家数・・・17名
　　　市議会議員・・・11名

【様式２】　　　　　　食育月間以外の月の取組
　　　　　　　　（6月を除いた4月～12月までの実績）
提 出 都 道 府 県 名
政 令 指 定 都 市 名

京都府

取 組 市 町 村 名 京丹後市

取 組 の 名 称 まるごと京丹後食育の日

交流給食の様子

（農家さんのお話を聞いています）



取 組 の 名 称 大山崎町の健康スタイル　給食の標語募集（町内栄養士連絡会）

実　　施　　時　　期 ７～１１月

取　　組　　内　　容
【ねらい】
　町制施行５０周年記念の一つとして、小学校で子どもたちに故郷への愛着をもっても
らう

【内容】
　「おおやまざき」を頭文字に使った標語を募集し、給食委員会の児童が優秀作品を選
出し、副賞に「給食おかわり券」を渡した。優秀作品は町広報・京都新聞に掲載され、
町の健康フェスタで掲示した。

【様式２】　　　　　　食育月間以外の月の取組
　　　　　　　　（6月を除いた4月～12月までの実績）
提 出 都 道 府 県 名
政 令 指 定 都 市 名

京都府

取 組 市 町 村 名 大山崎町



実　　施　　時　　期 平成29年4月～12月

取　　組　　内　　容

【様式２】　　　　　　食育月間以外の月の取組
　　　　　　　　（6月を除いた4月～12月までの実績）
提 出 都 道 府 県 名
政 令 指 定 都 市 名

京都府

取 組 市 町 村 名

取 組 の 名 称 京都丹波イチ推しの食プロジェクト２０１７

【ねらい】

観光・交流や農産物販売の拠点である道の駅や農産物直売所に焦点をあて、「料

理」「食材」「農家」の見える化を図り、食を通じた森の京都への誘客、農産物販売の

拡大を促進する。

【内 容】

①京都丹波イチ推しの食 料理共同開発2017（4月～10月）

直売所や農家が考案した京都丹波ならではのオリジナルレシピをもとに、ホテルグラ

ンヴィアグループ総料理長と直売所・道の駅が料理メニューを共同開発

【共同開発メニュー発表会】

○日時及び場所：7月7日 京の食文化ミュージアムあじわい館

○新メニュー：9種類（京丹波産材を使った食器で新メニューを提供）



実　　施　　時　　期 ２月

取　　組　　内　　容

【様式２】　　　　　　食育月間以外の月の取組
　　　　　　　　（6月を除いた4月～12月までの実績）
提 出 都 道 府 県 名
政 令 指 定 都 市 名

　京都府

取 組 市 町 村 名 　

取 組 の 名 称 　高校生和食コンテスト

【グランプリ】

福知山淑徳高等学校 ripeno

【テーマ】

「京の精進料理～卒業を祝う

京都府では、京野菜や宇治茶をはじめとした豊かな食材や、京料理などにおけ

る

調理技術など、本府に息づく「和食」を支えてきた食文化を保護・継承を目的として、

「高校生和食コンテスト」を実施しました。一次審査を通過した７校８チームでの最

終審査会を２月１８日（日）に開催し、生徒３名１組のチームが一汁三菜で、新たな

イベント食（祭り、誕生日、記念日などの食事）を創作しました。
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